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北海道看護協会員数（2023年 8月末日現在）

2023年度目標会員数 43,200名（達成率 96.03％）

入会者数 保健師 助産師 看護師 准看護師
41,486名 1,089名 1,289名 37,437名 1,671名
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選挙管理委員長
　公益社団法人北海道看護協会選挙及び選挙管理委員会規程第12条(選挙の告示)に基づき、次のとおり告示する。

2024年6月15日　土曜日　北海道看護協会　大講堂（札幌市白石区本通17丁目北3番24号）

Ⅰ　選挙日及び場所

　公益社団法人北海道看護協会代議員及び予備代議員選任規程に基づき、代議員及び予備代議員の選出及び立候補の受付
期限等についてお知らせします。

（1）北海道看護協会の代議員数は200名とする。
（2）支部ごとの代議員数は、総会員数の割合により算出し、3名以

上とする。

（3）職能ごとの選出は、支部ごとに原則として、保健師及び助産師
から各1名、看護師及び准看護師から1名を選出する。代議員数
が4名以上の場合は、それ以降の職能は問わない。

（4）代議員の員数を欠くときに備えて予備代議員を置く。

Ⅰ　2024年度北海道看護協会代議員及び予備代議員の定数等

（1）会員であること。
（2）北海道看護協会の理念・目的を理解し、1年間代議員として任務を果たせること。
（3）北海道看護協会総会に出席できること。

Ⅱ　立候補の基準

（1）本会の代議員及び予備代議員に立候補される方は、代議員及び
予備代議員選任規程第9条に基づき、会員5名の推薦を受け、

「代議員立候補届」により各支部長に届出をしてください。届出
用紙は本会ホームページよりダウンロードできます。

（2）受付期限は各支部大会の開催30日前まで必着とする。
※開催日はホームページをご覧ください。（随時更新）

Ⅲ　立候補の受付期限等について

　定款第29条及び第34条並びに定款細則第14条第3項、第15条
第3項、第35条第2項により、改選となる役員と推薦委員の人数は
次のとおりです。

Ⅱ　改選役員等の職名と人数
　立候補しようとする方は、選挙及び選挙管理委員会規程第14条
に基づき、会員10名以上の推薦を受け「立候補者届」及び「立候補
者推薦届」を選挙管理委員長宛てに郵送してください。
　各届出様式は本会ホームページからダウンロードしていただ
くか、本会総務部総務課（011-863-6731）までお問い合わせくだ
さい。

⒈受付期間　2024年4月16日　火曜日　必着
⒉送付先　　〒003-0027
　　　　　　札幌市白石区本通17丁目北3番24号
　　　　　　公益社団法人北海道看護協会　選挙管理委員長　宛
　　　　　　※必ず「親展」でお送りください。

Ⅲ　立候補の受付期間等について

（1）会　長　………………………………　１名
（2）副会長　………………………………　１名
（3）専務理事　……………………………　１名
（4）常務理事　……………………………　１名
（5）保健師職能理事　……………………　１名
（6）看護師職能Ⅱ理事　…………………　１名
（7）一般理事　……………………………　１名
（8）地区理事　……………………………　５名
　 （道南地区、札幌後志地区、道北地区、オホーツク地区、十勝地区）

（9）監　事　………………………………　１名
　 （本会業務に精通した監事）

⒈役員13名

⒉推薦委員9名

【支部ごとの代議員数及び予備代議員数等】

2024年度北海道看護協会 改選役員及び推薦委員への立候補並びに推薦について

2024年度北海道看護協会 代議員及び予備代議員の選出と立候補について

（3）提出先　〒003-0027　札幌市白石区本通17丁目北3番24号
公益社団法人北海道看護協会 ○○支部 支部長 宛
※届出については必ず支部名を記載し、「親展」でお送

りください。
（4）問い合わせ先　総務部総務課　TEL011-863-6731

E-mail：soumu1@hkna.or.jp

支部名

道 南 南 支 部
道 南 北 支 部
小 樽 支 部
後 志 支 部
札幌第1支部
札幌第2支部
札幌第3支部
札幌第4支部
南 空 知 支 部
北 空 知 支 部
室 蘭 支 部
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2
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5
5
2
2
2

代議員数 予備代議員数 支部名

苫 小 牧 支 部
日 高 支 部
上 川 南 支 部
上 川 北 支 部
留 萌 支 部
稚 内 支 部
北 網 支 部
遠 紋 支 部
十 勝 支 部
釧 路 支 部
根 室 支 部

7
3
18
3
3
3
6
3
10
9
3
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2
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2
2
2
2
2
2
2
2

代議員数 予備代議員数
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支 部
だより

（支部報告・活動報告）

道南南支部 第2副支部長　高橋　順子

　約3年間にわたるコロナ禍の影響で、道南南支部
の活動も、縮小を余儀なくされ、オンラインによる研
修開催に切り替えながら実施してきましたが、今年
度は、5月の「看護の日」記念講演会を皮切りに、メン
タルヘルス研修会、フィジカルアセスメント研修会、
各職能集会、地域包括ケアのための看看連携研修会
など、各委員会が中心となり、感染対策に配慮しなが
ら、従来の集合形式で開催することができました。
　講師と対面で直接お話を伺うことや、グループ
ワークなどを通じて、看護職同士が顔を合わせて、日

頃の思いや考えを共有できる機会は、やはり貴重で
あると改めて感じているところです。
　今後の支部活動計画としては、各職能集会のほか、
10月の管理者懇談会やメンタルヘルス研修会、ACP
研修会、そして2月の支部大会・看護研究学会を予定
しております。
　コロナ禍の経験で得られた学びを活かしながら、
今後も、地域住民や看護職のニーズを反映した支部
活動に取り組んで参ります。

　道南北支部では
看護の日フェアと
支部担当研修を開
催することができ
ました。看護の日
フェアはせたな町
水仙まつりの会場で地域住民の方との親睦を深める
ことができ、その中でも住民の方々から労いや感謝
の言葉を頂き勇気づけられました。また、支部担当研
修では災害看護について実体験に基づいた災害時の
看護の基本的な考え方などを学ぶことができまし
た。参加者からは自施設でも参考にできるなどの感

想が聞かれ満足度の高い研修となりました。
　新型コロナウイルス感染症が5類へ移行し従来の
生活に戻り始め、研修の内容や開催方法も多様化し
ている現状です。地域医療・保健・福祉を支え貢献し
続ける、地域の看護職の新しい学び、スキルアップ
につながるよ
うな研修会な
どを実践し学
びの場を提供
していきたい
と考えており
ます。

道南北支部 支部長　豊岡　裕子
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後志支部 教育委員長　吉田　真由美

札幌第1支部 広報委員　佐藤　達也

小樽支部 書記　野上　博司

　小樽支部には約1,200名の会員が所属しており、
その内訳は37の医療機関・事業所等と、約80名の個
人会員の皆さまのご協力をいただき、支部の事業を
推進しています。
　今年度、小樽支部では、昨年度開催を見合わせた
「看護の日」のイベント、映画「スクールオブナーシン
グ」上映会を開催できました。写真は、看護師を目指
す小樽市内の2名の高校生の方々です。患者さんと
向き合う看護学生の姿や、さまざまな病院の出来事
や職員のことなどから、学びが得られたという感想
をいただきました。映画上映と合わせて、ストレス
チェックにもご協力をいただきましたことに、心か

ら感謝いたします。
　さらに、6月には市内の83名の高校生の皆さんに
参加いただく「ふれあい看護体験」、市内高校への看
護教育制度説明会「看護
の出前授業」も実施する
ことができました。多く
の高校生の皆さんとのふ
れ合いが、未来の小樽
ナースの存在につながる
ことを支部役員・委員一
同、願っています。

　7月15日支部企画研修「日常の看護ケアで考える
倫理研修」を開催しました。倶知安厚生病院認知症看
護認定看護師、大井チエミ先生のご講義をいただき、
日常のケア場面での事例検討を行いました。
　受講者アンケートから、「日々の業務に追われ、わ
かっていてもできていないことが沢山あり、流して
いたこともありましたが、今回の研修で考え方の方
向性が見えました」「実際によくある内容だったの
で、普段の自分の対応がどうなのか考えるきっかけ

になりました」と、日々の看護実践と結びつけて振り
返る機会となった研修でした。
　半日の倫理研修という短い時間でしたが、時間の
長さに関係なく、看護職は常に学び続ける、日々の看
護実践をリフレクションできる職種なのだと改めて
気づかされました。
　今後も受講者の看護実践と自信に繋げられるよう
な研修を企画していきたいです。

　看護の日健康フェアを2023年5月20日（土）
13:00 ～15:00コープさっぽろやまはな店で開催し
ました。第1支部役員8名と保健師職能委員3名で血
管年齢測定、血圧測定、握力測定、健康相談を実施し
ました。今年度は血管年齢測定を実施したため、「血
管年齢を調べませんか」と声をかけることで興味を
示し参加してくださった方が多数いました。また、血
圧測定の流れから自然な流れで保健指導を行うこと
もでき参加者の真剣さを感じたことと、実施した測
定値を全て測
定用紙に記載
し 渡 す こ と
で、健康への
意識を高める
ような関わり

ができたこと
で私たちもと
ても満足でき
ました。今年
度は、これま
で数年新型コ
ロナウイルス
感染症で開催
できなかったこともあってか、小学生から高齢な方
まで幅広い年齢の方々に参加して頂くことができ、
ふれあいを実感いたしました。
　また、イベントについて「楽しみにしてきたよ」「面
白かった」という声に励まされ、私たちも「通常って
こんな感じだったな」と、感慨に耽る一日でした。
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参加いただく「ふれあい看護体験」、市内高校への看
護教育制度説明会「看護
の出前授業」も実施する
ことができました。多く
の高校生の皆さんとのふ
れ合いが、未来の小樽
ナースの存在につながる
ことを支部役員・委員一
同、願っています。

　7月15日支部企画研修「日常の看護ケアで考える
倫理研修」を開催しました。倶知安厚生病院認知症看
護認定看護師、大井チエミ先生のご講義をいただき、
日常のケア場面での事例検討を行いました。
　受講者アンケートから、「日々の業務に追われ、わ
かっていてもできていないことが沢山あり、流して
いたこともありましたが、今回の研修で考え方の方
向性が見えました」「実際によくある内容だったの
で、普段の自分の対応がどうなのか考えるきっかけ

になりました」と、日々の看護実践と結びつけて振り
返る機会となった研修でした。
　半日の倫理研修という短い時間でしたが、時間の
長さに関係なく、看護職は常に学び続ける、日々の看
護実践をリフレクションできる職種なのだと改めて
気づかされました。
　今後も受講者の看護実践と自信に繋げられるよう
な研修を企画していきたいです。

　看護の日健康フェアを2023年5月20日（土）
13:00 ～15:00コープさっぽろやまはな店で開催し
ました。第1支部役員8名と保健師職能委員3名で血
管年齢測定、血圧測定、握力測定、健康相談を実施し
ました。今年度は血管年齢測定を実施したため、「血
管年齢を調べませんか」と声をかけることで興味を
示し参加してくださった方が多数いました。また、血
圧測定の流れから自然な流れで保健指導を行うこと
もでき参加者の真剣さを感じたことと、実施した測
定値を全て測
定用紙に記載
し 渡 す こ と
で、健康への
意識を高める
ような関わり

ができたこと
で私たちもと
ても満足でき
ました。今年
度は、これま
で数年新型コ
ロナウイルス
感染症で開催
できなかったこともあってか、小学生から高齢な方
まで幅広い年齢の方々に参加して頂くことができ、
ふれあいを実感いたしました。
　また、イベントについて「楽しみにしてきたよ」「面
白かった」という声に励まされ、私たちも「通常って
こんな感じだったな」と、感慨に耽る一日でした。
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札幌第2支部 広報出版委員　五百蔵　三奈

札幌第３支部 働き続けられる職場づくり推進委員　中川　真奈美

札幌第4支部 看護師職能委員長　長田　靖子

　札幌第2支部では、昨年
度感染拡大のため中止を
余儀なくされていた施設
間交流会を再開し、4施設
で4名の会員が研修を通し
て交流を深めることがで
きました。そして今年度最
初の支部活動として、5月13日（土）イトーヨーカ
ドー琴似店で「看護の日」イベントを行いました。新
型コロナウイルス感染症が5類へ移行された直後の
開催となり、感染対策を徹底しながら地域の方へ血
圧や血中酸素飽和度を測定するなど健康相談を行
い、看護の日グッズを配布しました。このイベントは

コロナ禍の2年間は開催できず、昨年は看護の日
グッズの配布のみとなったため、今年は改めて看護
職をPRすることができたと思います。参加してくだ
さった方から、コロナ禍での看護職の活動に対して
労いの言葉もかけていただ
き、大変励みになりました。
今年度後半も、多くの研修
や交流会が予定されていま
す。満足いただけるものに
なるよう、役員・委員一同で
取り組んでまいります。

　泣くことで
交感神経をリ
ラックスさせ
ストレスを軽
減させる“涙
活（るいかつ）”に注目し、2023年７月８日（土）研修
テーマを 「涙活のススメ～ストレスと上手に付き合
う涙の効用とは～」と題し、感涙療法士の吉田英史先
生を講師にZoom研修を開催しました。
　講師による泣けるツボが多数盛り込まれた感動の
絵本や動画の視聴ですぐに涙、涙・・・。また、参加者が
書いた「なみだ作文（感謝の手紙）」を気持ちを込めて
自ら読み上げる場面では感動の共有により更に涙、

涙・・・。素直な感情でひたすらに涙を流した後には
スッキリ感が自覚でき、新鮮な涙活体験を満喫しま
した。私たちは職業上、感情を抑える機会が多く、泣
くことは良くないと認識しがちですが、今回の研修
では日頃から感動の涙を流すことを意識すれば、上
手に自身のストレスを解消できると体感した貴重な
研修となりました。
　今後も「健康で安
全な職場」を目指す
取り組みにつなが
る研修を企画して
いきます。

　2023年7月22日に看護師職能委員会第Ⅱ領域の
講演会をWeb開催しました。今年度は、医療法人社
団大蔵会、札幌佐藤病院　地域医療連携室室長　認
知症看護認定看護師の丸橋晋先生を講師にお招き
し、「認知症の介護をしている家族へのサポート」を
テーマに、講演して頂きました。講演では、認知症支
援についてだけではなく、具体的な症状について負
の感情だけではなく、正の感情で考える事の重要性
や、専門職としてしっかりアセスメントし家族が理
解できるように伝える必要性について教えて頂きま
した。また、事例をもとにグループワークをおこな

い、貴重な意見交換の場となりました。
　次回は、10月21日に東京医科大学の石村珠美先
生を講師に招き、第Ⅰ領域の講演会を予定していま
す。テーマを「コーチングの方法（仮）」として、演習を
組み込んだ内容で
企 画 し て お り ま
す。約3年 ぶ り に
参集での講演会と
なりますので、多
数のご参加をお待
ちしています。
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南空知支部 支部長　小林　紀子

北空知支部 教育委員長　木綿　恵里

室蘭支部 働き続けられる職場づくり推進委員長　上田　久美子

　コロナが5類に移行し、南空知支部でも様々な活
動が活発になってきています。コロナ前は当たり前
に行われていた看護の日のイベント、各委員会主催
の集合研修の企画など、戸惑いながらも新鮮な気持
ちで実施している状況です。その中で、地域の健康推
進活動の一つとして事業報告に挙げていました

「JOIN ALIVE 2023」の救護班の派遣を実施した結
果を報告いたします。7月15日、16日、いわみざわ公
園でイベントが実施されました。当支部より合計9
名の看護師を派遣しましたが、看護学生の派遣もあ
り、コミュニケーションをとりながら協力体制で任
務を遂行することができました。イベントは、2日間
で延べ30,000人の観客が来場しました。その中で応

急 処 置 件 数 は119件
（けが、貧血、かぜなど）
救急搬送が1件でした。
暑い中でしたが、イベ
ント中の事故や大きな
傷病者の発生もなく、
無事終了しました。支
部の活動としては、こ
れから研修や会員懇談
会、支部大会の準備が
ありますが、役員や委
員会、会員で協力し合い活発な運営を行っていきた
いと思います。

　北空知支部は去る2023年7月29日（土）に支部担
当研修をWeb開催しました。
　今年度は砂川市立病院　認知症看護認定看護師　
福田智子講師から「認知症ケア～高齢者の尊厳と安
全を守る～」というテーマで、身体拘束が認知症患者
に及ぼす影響、身体拘束をしない認知症ケア、認知症
ケアの倫理という内容を講演して頂きました。定員
40名のところ、68名もの応募があり、北空知支部の
会員だけではなく全道各地からたくさんの方に参加
して頂き、関心の高さが伺えました。

　定員より多い参加でしたが、Webでの開催だった
ため問題なく全員受講して頂くことができました。
通信環境などで不安
もありましたが、委
員の協力のもと無事
に開催することがで
きました。今後も会
員のみなさまの良い
学びの場となるよう
尽力して参ります。

　7月8日、支部企画研修「仕事に負けない身体をつ
くろう！！第2弾」を昨年度に引き続き平野慎太郎先
生に講師をお願いしての実施となりました。質の高
い看護をおこなうためには、心身の健康保持が必要
です。良姿勢や腰痛予防に着眼しピラティスを体験
することで自身の姿勢や状態を意識できる機会とな
りました。参加者からインナーマッスルやエロン
ゲーションを学び、無理のないエクササイズができ

「気持ちが良い、すっきりした」などの意見が聞かれ
ました。身体状態が快適であると精神面も穏やかに
なります。自分の時間を十分取れない環境でも、短時
間で続けられるピラティスはとても効果的なリラク
ゼーションであると再確認しました。今後も看護職

が働き続けられるよう、自身の体調管理のための方
法が学べる支部企画研修を検討していきたいと思い
ます。

日時：2023年7月8日（土）　9時20分～ 11時30分
場所：室蘭市　生涯学習センター　きらん
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南空知支部 支部長　小林　紀子

北空知支部 教育委員長　木綿　恵里

室蘭支部 働き続けられる職場づくり推進委員長　上田　久美子

　コロナが5類に移行し、南空知支部でも様々な活
動が活発になってきています。コロナ前は当たり前
に行われていた看護の日のイベント、各委員会主催
の集合研修の企画など、戸惑いながらも新鮮な気持
ちで実施している状況です。その中で、地域の健康推
進活動の一つとして事業報告に挙げていました

「JOIN ALIVE 2023」の救護班の派遣を実施した結
果を報告いたします。7月15日、16日、いわみざわ公
園でイベントが実施されました。当支部より合計9
名の看護師を派遣しましたが、看護学生の派遣もあ
り、コミュニケーションをとりながら協力体制で任
務を遂行することができました。イベントは、2日間
で延べ30,000人の観客が来場しました。その中で応

急 処 置 件 数 は119件
（けが、貧血、かぜなど）
救急搬送が1件でした。
暑い中でしたが、イベ
ント中の事故や大きな
傷病者の発生もなく、
無事終了しました。支
部の活動としては、こ
れから研修や会員懇談
会、支部大会の準備が
ありますが、役員や委
員会、会員で協力し合い活発な運営を行っていきた
いと思います。

　北空知支部は去る2023年7月29日（土）に支部担
当研修をWeb開催しました。
　今年度は砂川市立病院　認知症看護認定看護師　
福田智子講師から「認知症ケア～高齢者の尊厳と安
全を守る～」というテーマで、身体拘束が認知症患者
に及ぼす影響、身体拘束をしない認知症ケア、認知症
ケアの倫理という内容を講演して頂きました。定員
40名のところ、68名もの応募があり、北空知支部の
会員だけではなく全道各地からたくさんの方に参加
して頂き、関心の高さが伺えました。

　定員より多い参加でしたが、Webでの開催だった
ため問題なく全員受講して頂くことができました。
通信環境などで不安
もありましたが、委
員の協力のもと無事
に開催することがで
きました。今後も会
員のみなさまの良い
学びの場となるよう
尽力して参ります。

　7月8日、支部企画研修「仕事に負けない身体をつ
くろう！！第2弾」を昨年度に引き続き平野慎太郎先
生に講師をお願いしての実施となりました。質の高
い看護をおこなうためには、心身の健康保持が必要
です。良姿勢や腰痛予防に着眼しピラティスを体験
することで自身の姿勢や状態を意識できる機会とな
りました。参加者からインナーマッスルやエロン
ゲーションを学び、無理のないエクササイズができ

「気持ちが良い、すっきりした」などの意見が聞かれ
ました。身体状態が快適であると精神面も穏やかに
なります。自分の時間を十分取れない環境でも、短時
間で続けられるピラティスはとても効果的なリラク
ゼーションであると再確認しました。今後も看護職

が働き続けられるよう、自身の体調管理のための方
法が学べる支部企画研修を検討していきたいと思い
ます。

日時：2023年7月8日（土）　9時20分～ 11時30分
場所：室蘭市　生涯学習センター　きらん
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苫小牧支部 支部長　秋山　悦子

日高支部 会計　岡田　さゆり

上川南支部 教育委員長　平塚　志保

　7月8日、会員懇談会を集合型にて無事に開催する
ことができました。山本純子常務理事の「看護の動
向」を聴講し、対面でのグループワークを開催しまし
た。小竹紀代美理事にも御出席いただき、計37名(看
護師34名・保健師3名)の参加となりました。
　グループワークのテーマは「自部署内外での多職
種との連携・協働」について意見交換をしました。
　コロナ禍の期間、部署内では多職種によって人員
不足を補い、連携が深まりました。また、普段あまり
交流のない保健所の保健師との交流が深まったな
ど、新型コロナウイルス感染症によって関係性が築

けたということも話されました。
　独居在宅高齢者が急増する中、「救急医療情報キッ
ト」の活用をもっと周知させたいなどの新しい情報
も共有できました。
　久しぶりの対面に
よるグループワーク
で、皆さんが活発に
意見交換できていた
ように感じ、嬉しく
思っています。

　5月20日（土）「看護の日」のイベントとして健康相
談会をイオン静内店で行いました。新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大もあり、3年ぶりの開催でし
たが買物に向かう途中や買物帰りの方が忙しい中、
立ち寄ってくださり、30名を超える参加をいただき
ました。
　健康相談会では血圧測定や血管年齢測定を実施
し、生活の中で気をつけてほしいことなどをお話さ
せていただきました。血管年齢測定では測定結果と
実際の年齢とを比べてさまざまな反応が見られまし
た。また血圧測定に関しては「毎日血圧を測っていま
す」という方もおり、普段から自身の健康に留意され

ている方もいらっしゃることに気づかされました。
　普段、私たちは病院や施設などの中で患者さまに
関わっていますが、そこから外に出て地域で生活し
ていらっしゃる方と健康や病気についてのお話をす
る機会は決して多くはなく、今回の健康相談会への
参加は貴重な経験
となりました。
　最後に当日、快
く参加してくだ
さった皆様にあら
ためて感謝してお
ります。

　2023年度の夏期研修は、「地域におけるアドバン
ス・ケア・プランニング」をテーマとしWeb開催しま
した。
　7月27日、北星ファミリークリニック村井紀太郎
先生の基調講演「家庭医療・在宅診療所におけるACP
の実践と課題」では、ACPの定義、実践でのポイント、
最新のACP事情、訪問診療での実践など分かりやす
く説明いただきました。
　7月28日、グループホームこころの管理者中川貞
治先生の実践報告「その人らしい施設での看取り」で
は、介護の側面からその人らしさを尊重し、素敵な笑
顔を取り戻すまでの関わりを紹介いただきました。
旭川地域訪問看護ステーション加賀谷みゆき先生の
実践報告「ACPを身近に～訪問看護ができること」で

は、本人の意向と1日でも長く生きてほしいと願う
家族の気持ちの間で葛藤した看護師の気持ちをお話
しいただきました。
　両日併せ延べ400名を超える参加があり、ほぼす
べての参加者が、研修に満足し今後に役立つとして
いました。今後も多くの看護職が関心をもてる研修
等を企画していきたいと思います。

村井先生の基調講演 加賀谷先生と中川先生を囲んで
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上川北支部 書記　髙橋　良太

稚内支部 副支部長　鈴木　貴美子

留萌支部 副支部長　　髙橋　香

　私たち上川北支部は新型
コロナウイルス感染症の流
行後、数年にわたり多くの
事業を中止または時間短縮
でおこなってきました。今
年こそは再始動の年にする
べく、積極的に活動をして
います。5月の看護の日イベ
ントでは看護の日グッズや
栄養補助食品の配布、未就
学児対象の白衣体験をおこない、多くの家族連れが
足を運んでくれました。7月の会員懇談会は「Team
による地域連携-ポラリスからTeamへの進化-」を
テーマにICTの活用による地域連携について講義な
らびにグループワークをおこない、活発な意見交換

をすることができました。4年ぶりに昼食をはさん
での懇談が実現できたこともあり、各施設間の交流
を深める良い機会となりました。対面での交流は
Webでは得られない楽しさがあり、今後もできる限
り対面での事業を開催していきたいと思います。ま
た、高校生の夏休み期間に名寄市立総合病院と士別
市立病院でそれぞれ「ふれあい看護体験」を開催し、
血圧測定や手洗い、車いす操作などを体験してもら
いました。看護師を目指したいという高校生の活き
活きとした姿に私たちも元気をもらいました。今後
も、若い世代の方々に
看護のすばらしさを
知ってもらえるよう
取り組んでいきたい
と思います。

　留萌支部では、2023年5月20日（土）るしんふれ愛
パーク（留萌道の駅）で看護の日イベントを開催しま
した。
　これまで研修会等は、集合からWeb研修が主体と
なりイベントも開催できない状況でしたが、役員が
一致団結し開催に踏み切りました。内容は、「健康
チェック」「妊婦体験」「AEDを用いた心肺蘇生体験」
です。2時間ほどの開催の中、約60名の来場者となり
ました。天候にも恵まれ、風船や看護師のさまざまな
ユニフォーム・コロナ禍でのPPEも飾りつけとして
展示しました。

　道の駅で開催し、本州からの旅行客の方も来られ
て健康チェックやAEDを使用した心肺蘇生の流れ
を熱心に体験し、とても有意義な内容となることが
できました。

　近年、稚内でも、温暖化の影響と思われる「これま
でにない」災害がみられています。そこで昨年度2月
の支部大会で防災への意識向上を目的に研修を行い
ました。好評であったため、今年度7月22日の懇談会
では、小室宏明講師を招き「災害が起こったときあな
たならどうする？パートⅡ」として、東日本大震災で
の活動体験における被災状況や看護職に期待する役
割等について講話していただき、ダンボールベッド・
テントを作成しました。その後グループワークでは、
自らの行動や各施設での役割などを中心に活発な意
見交換が行われました。この他、委員会活動では、5月

13日看護の日・ふれあい看護体験として、宗谷管内
の高校生を対象に、助産師体験（外来・病棟の見学、胎
盤の観察、助産師になるまでのお話など）や看護師体
験（学生同士の血圧測定、患者様への食事介助など）
を行いました。稚内支部では、今後も各委員会等で活
動を予定しており、意欲的に取り組んで参ります。

【会員懇談会におけるGW】 【会員懇談会におけるベッドづくり】

看護師
募集中

でーす
！

AEDを
使用し

た心肺
蘇生体

験！

胎盤に包まれた赤ちゃんの模型でーす！
（ボランティアさん作成）

妊婦体験
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上川北支部 書記　髙橋　良太

稚内支部 副支部長　鈴木　貴美子

留萌支部 副支部長　　髙橋　香

　私たち上川北支部は新型
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見交換が行われました。この他、委員会活動では、5月
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（ボランティアさん作成）

妊婦体験

8

看護協会ニュース No.149

北海道看護協会ニュース 149 号　p9

北網支部 広報委員　萩田　真美

遠紋支部 副支部長　小林　順子

十勝支部 支部長　鈴木　智子

　5月13日（土）、東武イーストモール端野店におい
て、手指消毒などの感染対策を徹底し、看護の日イベ
ント『ふれあい看護デイ』を開催しました。開催2時
間での来場者は70～80名で、健康相談には26名(年
齢50～90代)、看護体験には1組の看護学生とその
祖母が参加してくれました。
　新谷委員長は「このイベントを通して看護の心が
参加された皆さんに伝わり、地域にも広がるといい
です」と活動趣旨を話され、主催した委員はお揃いの
法被を着て、それぞれの得意分野を活かした健康で
の悩みや相談を受け、また看護の体験をおこなって
いただき、パンフレットやグッズの配布も一緒にお
こないました。

　3年ぶりの規模を縮小しない開催は、まだ新型コ
ロナウイルスの感染が収まっていない時期でもあり
不安はありましたが、終始微笑みが溢れ和やかな雰
囲気で開催することができ、委員にも元気を与えて
くれるイベントとなりました。

　遠紋支部今年度最初の事業として5月に「看護の
日」事業をおこないました。会場となった広域紋別病
院・遠軽厚生病院には地元高校から約30名の参加が
ありました。
　コロナ禍を受け、実際に患者様へのケアに参加す
る形での開催は3年ぶりです。はじめは緊張した面
持ちだった高校生も、患者さんと接するうちに笑顔
がみられるようになりました。最後に「看護師になり
たいと思いましたか？」と聞いてみたところ、満面の
笑みで「はい！」と答えてくれました。
　一方で、担当したスタッフからは、「久しぶりすぎ

て高校生よりも緊張していました」との声も。平常が
失われた3年の長さを実感しました。
　新型コロナウイルス感染症が5類相当となり、支
部事業もすべて平常通り…としたいところでした
が、不透明な部分も多く、今年度はオンラインを併用
していきます。
　遠紋支部の特徴のひとつに面積の広大さがあり、
研修等の参加に移動時間が課題となることもありま
す。オンラインを活用できるこの機会を最大限に活
用しながら、顔のみえる関係づくりに取り組んでい
きたいと思います。

　十勝支部の今年度最初の活動である看護ふれあい
体験について報告いたします。コロナ禍の影響で昨
年までは受け入れ施設が少なく、参加を断念する学
生も多くおりましたが、今年は十勝管内26の施設で
受け入れていただき、18校の高校から151名の参加
がありました。写真は帯広市の北斗病院での看護体
験の様子です。残念ながら患者様との直接のふれあ
いは持てませんでしたが、受け入れた9名の学生が白
衣に着替え、院内の環境や働く看護師の姿、入院生活
を送る患者様の姿を直接目にすることができました。
学生同士の看護体験では、日常のケアの中で看護師
が大切にしていることを伝えて行くことで、「看護の

心」を感じてもらえたのではと思います。
　今後の活動としましては、全国的にもオンライン
研修が主流になりつつある中、総面積が北海道の
13％を占める広大な十勝で、管内19の自治体の中に
は帯広市まで片道2時間以上かかる地域もあり、今年
度支部では多くの会員の皆様の参加を目指し、様々
な研修会をオンラインで企画しております。
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釧路支部 支部長　鈴木　直美

根室支部 支部長　川村　紀代美

　今年度は「ふれあい看護体験」を釧路支部で開催す
るほかに、数ヶ所の病院・施設で実施する予定です。
第一弾として5月14日、釧路市立高等看護学院で中
学生を対象に助産師からの「命の授業」と看護学校の
見学が行われ、親子で数名参加して頂きました。受精
から誕生までの過程を学習し、命の繋がり・命の尊さ
を学ぶという内容でした。更に、新生児の人形を使っ
ての沐浴体験を通して助産師という職業について
知ってもらう機会となりました。終了後、参加者の皆
様からは、満足したという多くの意見をいただきま

した。釧路支部では、今後もあらゆる研修を企画して
います。会員の皆様、地域の人たちが満足し有意義な
学びや体験になるよう、委員・役員ともに頑張って活
動していきたいと思います。

　2023年度会員懇談会を7月29日（土）根室で講師
のみZoomを利用したリモート開催とし38名の参
加となりました。北海道看護協会専務理事田中かお
り氏の「看護の動向」では、2023年度方針と重点事
業について講義があり、看護協会職能団体としての
役割を再認識し理解を深めることができたと思いま
す。講演として、札幌医科大学附属病院在宅看護専門
看護師　奥山亜由子氏による「多職種連携について
～在宅療養支援に向けた地域の課題～」というテー
マで、根室地域においては在宅における様々な課題
が多く大変興味深く受講することができました。今

後、地域医療における課題解決の糸口になりました。
また、3年ぶりの高校
生対象の「キラリ・未
来ナース」への参加や
ふれあい看護体験の
実施など看護職の魅
力についても伝える
ことができたと考え
ます。

　新型コロナウイルス感染症も5類となり、温泉で疲
れを癒したいと思っている人も多いのではないで
しょうか。今回は温泉の泉質と効能について、ご紹介
します。
【温泉の泉質】
　泉質は温泉に含まれている化学成分の種類とその
含有量によって決められます。日本にある主な温泉
の泉質は10種類に分類されます。茶色や白く濁って
いるなど、温泉地や旅館によって色が違うのは泉質
の違いによるものです。
【温泉の効能】
　泉質によって冷え性に効く、痛風や不眠に効果が
あるなどの適応症があります。それとは別に全ての
泉質で得られる効能を一般適応症と呼びます。これ
には筋肉や関節の慢性的なこわばり・運動麻痺にお
ける筋肉のこわばり、冷え性・末梢循環障害・胃腸機
能の低下・軽症高血圧・糖尿病・喘息・痔の痛み・自律

神経不安定症・ストレス・疲労回
復などに効果があります。
　疲労回復には、お湯と冷水のお風呂に交互に入る
温冷交代浴方法が効果的です。具体的には、3分程度
の温水（38度℃以上～熱く感じる温度でよい）入浴と
20秒～ 1分程度の冷水（25度℃以下／ 18～ 20℃く
らいが適当）入浴を交互に行います。近年、アスリー
トの疲労回復の手段として注目されている方法で、
リラクゼーション効果の他、自律神経失調症の予防
にも役立ちます。温冷交代浴のときは一気に水風呂
に飛び込むと、血管や心臓に負担がかかります。少し
ずつ慣らすことを心がけましょう。
　最後に温泉にはその環境にひたることで得られる
リフレッシュやリラックスすることも温泉の効果・
効能だと言われています。自分に合った温泉を探し
て、疲れを癒してみませんか？

道民の健康情報 温泉の泉質と効能

【広報出版委員会　記】

10

看護協会ニュース No.149



北海道看護協会ニュース 149 号　p10
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ての沐浴体験を通して助産師という職業について
知ってもらう機会となりました。終了後、参加者の皆
様からは、満足したという多くの意見をいただきま

した。釧路支部では、今後もあらゆる研修を企画して
います。会員の皆様、地域の人たちが満足し有意義な
学びや体験になるよう、委員・役員ともに頑張って活
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り氏の「看護の動向」では、2023年度方針と重点事
業について講義があり、看護協会職能団体としての
役割を再認識し理解を深めることができたと思いま
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看護師　奥山亜由子氏による「多職種連携について
～在宅療養支援に向けた地域の課題～」というテー
マで、根室地域においては在宅における様々な課題
が多く大変興味深く受講することができました。今

後、地域医療における課題解決の糸口になりました。
また、3年ぶりの高校
生対象の「キラリ・未
来ナース」への参加や
ふれあい看護体験の
実施など看護職の魅
力についても伝える
ことができたと考え
ます。

　新型コロナウイルス感染症も5類となり、温泉で疲
れを癒したいと思っている人も多いのではないで
しょうか。今回は温泉の泉質と効能について、ご紹介
します。
【温泉の泉質】
　泉質は温泉に含まれている化学成分の種類とその
含有量によって決められます。日本にある主な温泉
の泉質は10種類に分類されます。茶色や白く濁って
いるなど、温泉地や旅館によって色が違うのは泉質
の違いによるものです。
【温泉の効能】
　泉質によって冷え性に効く、痛風や不眠に効果が
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トの疲労回復の手段として注目されている方法で、
リラクゼーション効果の他、自律神経失調症の予防
にも役立ちます。温冷交代浴のときは一気に水風呂
に飛び込むと、血管や心臓に負担がかかります。少し
ずつ慣らすことを心がけましょう。
　最後に温泉にはその環境にひたることで得られる
リフレッシュやリラックスすることも温泉の効果・
効能だと言われています。自分に合った温泉を探し
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　看護師職能集会はWeb開催で、126名の方にご参
加いただきました。
　はじめに、髙橋久美子会長から開会の挨拶がありま
した。本日の講演テーマである「看護が支える地域共
生社会」について、地縁・血縁が希薄化し、地域社会が
脆弱化している現状において、様々な場で働く看護職
が「地域共生社会」を理解し、地域で支援を必要とする
全ての方の暮らしを支えるような看護の役割を発揮し
ていく必要があるとのお話がありました。
　続いて、聖路加国際大学大学院看護学研究科教授
の山田雅子先生よりご講演をいただきました。山田先
生は、地域看護専門看護師でもあり、訪問看護、病院、
行政、教育と働く場を移しながら、在宅医療の推進、訪
問看護や在宅看護実践の質向上に関わり続けておら
れます。
　地域共生社会とは、制度や分野ごとの縦割りや、支
え手・受け手という関係を超えて、人と人、人と資源が
繋がることで、地域住民1人ひとりの暮らしや地域をと
もに創っていく社会です。地域共生社会をめざす地域
包括ケアシステムの背景と考え方について、行政から
発行されている報告書や資料を用いて、わかりやすく
解説をしていただきました。また、地域包括ケアシステ
ムを担う病院の役割や外来から行う在宅療養支援に
ついても身近な事例を用いて問題提起をされました。
　地域共生社会実現のために看護職が実践している
事例として、「暮らしの保健室」「ホームホスピス」「コ

ミュニティ・ナース」「聖路加健康ナビスポット」などの
紹介があり、どれも興味深く、私たち看護職は地域の
中でできることがたくさんある、と勇気をいただきま
した。
　これからの医療は、施設軸ではなく、地域軸でなす
べきことを考えるということで、講演後の質疑応答の
中でも、これからは１つの病院で何とかしようとするの
ではなく、看護連合を作って地域の看護的課題を出し
合い、連合体として看護力を高めながら課題を解決し
ていく必要があるというお話しがありました。
　終了後のアンケートでは、回答をいただいた方全員
が今後に活かせる内容だったと答え、大変好評でした。
自由記載では「地域共生社会や切れ目のない看護活
動についての具体的な活動や機能について理解でき
た」「看護職としてできること、多職種・地域と連携して
できることを今一度考えたい」など多くの感想が寄せ
られました。
　病院や行政、教育と様々な場を経験され、お母様の
介護体験も交えた山田先生のお話はとても興味深く、
地域共生社会実現のために自分がこれから何をして
いくべきかを参加者1人ひとりが考える良い機会とな
りました。
　講演後は、看護師職能Ⅰおよび看護師職能Ⅱの委員
から、令和4年度の活動内容と今年度の活動方針につ
いて報告がありました。今年度も計画に沿って活動を
進めてまいります。

日　時：2023年7月1日（土）12：55～15：30
場　所：北海道看護協会（Web開催）
報告者：看護師職能Ⅰ委員

　　　　　　　中島　純子

2023年北海道看護協会
看護師職能集会

前列向かって左から：加藤看護師職能Ⅱ委員長・高橋会長・山田雅子講師・中野看護師職能Ⅰ委員長・田中専務理事
中・後列：看護師職能委員会Ⅰ・看護師職能委員会Ⅱの委員の皆様
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　2023年7月8日（土）、「2018年度ガイドラインを見
直し、院内助産・助産師外来の開設に取り組もう！」を
テーマに、助産師職能集会を開催いたしました。北海
道看護協会現地参加とWebによる参加の総数40名
でした。
　公益社団法人日本看護協会助産師職能委員会副委
員長　佐山様より、「院内助産・助産師外来の開設に
向けた助産師への期待」という講演テーマでお話を頂
きました。初めに、妊産婦を取り巻く環境の変化とし
て、出生数と人口の減少、晩婚化・晩産化、ハイリスク
妊産婦の増加など社会動向についてお話がありまし
た。次に、周産期医療体制の現状について、周産期医
療の集約化・重点化に向けた取り組みの一つであるタ
スク・シフト/シェアは、業務や役割を整理し、それぞれ
の職種が役割発揮すること、そして、助産師は、助産師
本来の役割を発揮することが求められていると述べら
れていました。最後に、院内助産・助産師外来の取り組
みとして、院内助産・助産師外来の定義の正しい理解、
助産師の育成、医師との協働・連携が課題であると話
されました。
　実践報告では、院内助産・助産師外来、産後ケアを
実施している3施設より発表して頂きました。医療法人
明日葉会札幌マタニティ・ウイメンズホスピタル　看
護部長佐々木様の報告では、開設当時からの取り組み
経過として、医師との連携、対象者へのPR方法や助産
師のモチベーション維持についてご報告いただきまし
た。今後、利用者数の増加を目指し、多様化する妊婦の
ニーズに対応できる体制整備、院内助産ができる助産
師の育成が課題であると述べられていました。
　北海道大学病院看護師長　春木様の報告では、周
産期異常が多い中で、院内助産開設に至ったプロセス
についてご報告いただきました。ハイリスク妊産婦だ
からこそ、安全に分娩・育児をするための認識から産
後までの切れ目ない支援が必要であると述べられて
いました。
　江別市立病院看護師長　平田様の報告では、産後

ケア開設に至った理由として、退院後の育児支援の限
界を感じ、病院としてできることを考え、開設されまし
た。産後のケアを通して、対象者の満足を感じられたこ
とから、継続支援の大切さについて話されていました。
さらに、今後は、地域との情報共有と連携の強化、妊娠
期から育児期までの助産ケアの質向上など課題につ
いてご報告いただきました。
　助産師職能集会参加者アンケートの結果は、参加
者の職種で助産師９５．２％、看護師４．８％、研修内容が
参考になった90.5％、今後に活かせる・やや活かせる
が９５％でした。交流会への意見・感想は、「病棟外来の
運営、助産師の育成をするにあたり、ヒントとなること
がいくつかありました」「産後ケアについて自施設での
開設に向け参考になりました」「他施設での院内助産
や助産師外来についての話を聞き、刺激を受けまし
た」など、助産師としての役割発揮について、前向きに
なれる研修となったご意見が多くみられました。
　院内助産・助産師外来や
産後ケアにおいて、本来あ
るべき助産師の役割発揮が
求められています。各施設
の役割や課題を明確にし、
助産師が活躍できる場づく
りが推進されることを期待
しています。

日　時：2023年7月8日（土）13：00～16：00
場　所：北海道看護協会（Web開催）
報告者：助産師職能委員

　　　　　　　川名　愛深

2023年度北海道看護協会
助産師職能集会

講師：日本看護協会
助産師職能委員会副委員長

佐山理絵先生

前列、左から髙橋会長と報告者の皆様
（平田様、佐々木様、春木様）、川渕常務理事

後列、岩上助産師職能委員長（左から4番目）と助産師職能委員の皆様
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2023年度北海道看護協会
助産師職能集会

講師：日本看護協会
助産師職能委員会副委員長
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　新型コロナ感染症が2類から
5類に移行し、3年半に及ぶ感染
症と対峙した日々は、新たな健
康課題や積み残された課題解
決に向け走り出しています。
　保健師職能委員会では、令和
４年度、コロナ禍で保健師の専
門技術である個別支援から地
域課題につなぐ取り組みが十分にできていないので
はないかという認識から、「個別支援から地域課題へ
つなぐポピュレーションアプローチ」をテーマに保健師
職能集会を開催しました。
　今年度の保健師職能集会は、昨年度から継続して、
予防を重視したポピュレーションアプローチでの「誰
ひとり取り残さない保健活動」というテーマで開催し、
121名の保健師がオンラインで集いました。
　講師に日本看護協会副会長、香川県立保健医療大
学　学長の井伊久美子先生をお迎えし、『個別課題か
ら地域課題への視点と活動展開』と題して講演をいた
だきました。
　2040年に向け、就職氷河期世代が高齢世代に入る
ことによる高齢者の困窮化、看取りへの対応、少子化
による担い手の不足など、今後の政策課題は、保健師
が関与しなければ解決できない地域を舞台とした予
防重視、地域完結型の課題だというお話をいただきま
した。保健師活動指針の取り組み状況についての調査
研究では、保健師は、地域をベースにした活動の取り
組み状況を低く自己評価していましたが、井伊先生か
らは、「より複雑多様化する健康課題に、保健師は、諸
制度や新規事業への対応（トップダウン）をしながら、
住民の実態から必要な事業を展開していくボトムアッ
プ型の活動をミックスして活動している！保健師は、地
域の包括ケア・予防体制の構築を、すでに実践してい
ると肯定的に意識し、未来に向かい推進していくとい
う方向感を持つことが重要」と、エールを送っていただ
きました。

　今後2040年に向け保健師がエンパワーし、創り出
す仕事をするためには、保健師が視野を広くし様々な
人々と出会い、繋がる事と教示してくれました。保健師
職能として、保健師の保健師による保健師のための活
動指針への関与についても言及し、今まさに問われて
いる自分たちの進むべき道を見極め、提案していく事
が、地域の特徴に応じた体制作りに繋がると後押しを
してくれた講演でした。
　その後、妹背牛町役場の廣田龍子主査から、『みる・
つなぐ・動かす～次世代へつなぐ保健活動』と題して、
実践報告をいただきました。約40年に及ぶ保健師活
動の変遷と、今、町で起こっている事は、誰もが自分の
脳裏に出会った事例を思い起こさせる報告でした。小
規模市町村だからこそ支援の対象として、顕在化し、
誰ひとり取り残さない保健活動を展開していることが
伝わりました。『この仕事は保健師の仕事か？！』、とジレ
ンマを感じながら、まずは現場に出向き、支援の対象と
してしまう『保健師マインド』の具体例を挙げ伝えてく
ださいました。井伊先生の講演と廣田さんの活動展開
が見事に融合した講演でした。
　新型コロナ感染症は、経済格差を拡げ、健康格差に
繋がることが懸念されています。保健師の増員という
追い風の中で、保健師の力量が問われています。まず
は保健師同士、看護職同士が繋がり、住民・関係機関
と繋がりを発展させながら、地域のセーフティネットを
張りめぐらせ、健康で安心して暮らせる地域づくりに向
けて、皆の力を結集していきましょう。

日　時：2023年8月5日(土) 13：00～15：30
場　所：北海道看護協会（Web開催）
報告者：保健師職能委員

　　　　　　　若山　好美

2023年度北海道看護協会
保健師職能集会

講師：日本看護協会副会長/
香川県立保健医療大学学長

井伊　久美子　先生

前列左から2番目報告者廣田様、3番目髙橋会長、
4番目石川保健師職能委員長と保健師職能委員の皆様
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教育課からのお知らせ

ＪＡ北海道厚生連　旭川厚生病院　朝野　七重
　私は、認定看護管理者教育課程ファーストレベルを2020年度に受講しました。その頃はCOVID‐19パンデミックで東
京オリンピックが1年延期となり、自施設もクラスターの中Webで受講したことを覚えています。あれから3年、
COVID‐19が5類へ移行し全日程を集合という形で受講することができました。私は昨年途中から部署異動し、今年度の
部署目標をどのように伝え運営していこうか迷っている時期であり、看護管理とじっくり向き合う貴重な時間をいただき
ました。
　講義は、少子高齢化が進む中これからの日本をどう支えていくか、先を見る視点の大切さ、丁寧に説明すること、AIやIT
の活用が鍵となること、宝物であるスタッフへ存在意義を伝えながら共に山を登っていくことなど、心に刺さるキーワー
ドが沢山ありました。どの講師も、受講生が今後の自施設自部署運営と結びつけて学べるよう講義して下さいました。
　看護管理実践計画書の作成では、グループメンバーをはじめ受講生全員が共に笑い、共に泣き、メンバーの立場を自分の
ことのように考えながら意見を出し合い、協力し合いながら作り上げ
ました。そのような時間を共有するなかで、講義もグループワークにお
いても、心理的安全性が確保され互いに成長することができたと感じ、
何にもかえられない財産になりました。
　今回は集合研修でしたが、様々な事情で出席できない状況でも
Zoomを活用するなど臨機応変に対応していただき、47名全員が欠け
ることなく受講できたことに感謝申し上げます。そして一緒に受講で

1　認定看護管理者教育課程セカンドレベル　第1回の受講を終えて

【データベース導入のお知らせ】
昨年の11月より「メディカルオンライン」の利用を開始しました。
文献のアブストラクト（抄録）の閲覧や全文のダウンロードが可能なデータベースです。
医中誌Webの検索結果からも利用できますので、ご希望の方はカウンターまでお声がけください。
（文献の利用数に上限がありますので、一人3件までのダウンロードでお願いしています。アブストラクトの閲覧には制
限はありません。）

【郵送貸出サービスのご案内】
※図書室では来室できない会員の皆様にご利用いただくために図書の「郵送貸出サービス」を実施しております。メール
とFAXでお申し込みいただくことができますので、詳細はホームページをご覧ください。
（開室日についてはホームページをご覧ください）

2　図書室からのお知らせ

1.対　　象　・勤務している医療機関において、災害及び新興感染症の発生時に他の医療機関等に応援派遣されることを
予定されている者(現行の災害支援ナース登録者含む)で施設の推薦がある者
・都道府県行政への情報提供(修了者リスト)に同意する者

2.申込期間　2023年10月2日（月）～ 10月20日（金）
3.研修スケジュール

3　2023年度 災害支援ナース養成研修の開催のお知らせ

詳細は、北海道看護協会ホームページをご確認ください。

研修
スケジュール

10月下旬～
11月上旬予定

11月上旬～
11月中旬予定

12月1日～
2024年1月31日

第1回：2月21～ 22日

第2回：2月26～ 27日

①受講可否
　通知

②オンデマンド研修
　ID・PW発行

③オンデマンド研修
　視聴期間 ④集合研修 ⑤修了

修了証発行
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教育課からのお知らせ

ＪＡ北海道厚生連　旭川厚生病院　朝野　七重
　私は、認定看護管理者教育課程ファーストレベルを2020年度に受講しました。その頃はCOVID‐19パンデミックで東
京オリンピックが1年延期となり、自施設もクラスターの中Webで受講したことを覚えています。あれから3年、
COVID‐19が5類へ移行し全日程を集合という形で受講することができました。私は昨年途中から部署異動し、今年度の
部署目標をどのように伝え運営していこうか迷っている時期であり、看護管理とじっくり向き合う貴重な時間をいただき
ました。
　講義は、少子高齢化が進む中これからの日本をどう支えていくか、先を見る視点の大切さ、丁寧に説明すること、AIやIT
の活用が鍵となること、宝物であるスタッフへ存在意義を伝えながら共に山を登っていくことなど、心に刺さるキーワー
ドが沢山ありました。どの講師も、受講生が今後の自施設自部署運営と結びつけて学べるよう講義して下さいました。
　看護管理実践計画書の作成では、グループメンバーをはじめ受講生全員が共に笑い、共に泣き、メンバーの立場を自分の
ことのように考えながら意見を出し合い、協力し合いながら作り上げ
ました。そのような時間を共有するなかで、講義もグループワークにお
いても、心理的安全性が確保され互いに成長することができたと感じ、
何にもかえられない財産になりました。
　今回は集合研修でしたが、様々な事情で出席できない状況でも
Zoomを活用するなど臨機応変に対応していただき、47名全員が欠け
ることなく受講できたことに感謝申し上げます。そして一緒に受講で

1　認定看護管理者教育課程セカンドレベル　第1回の受講を終えて

【データベース導入のお知らせ】
昨年の11月より「メディカルオンライン」の利用を開始しました。
文献のアブストラクト（抄録）の閲覧や全文のダウンロードが可能なデータベースです。
医中誌Webの検索結果からも利用できますので、ご希望の方はカウンターまでお声がけください。
（文献の利用数に上限がありますので、一人3件までのダウンロードでお願いしています。アブストラクトの閲覧には制
限はありません。）

【郵送貸出サービスのご案内】
※図書室では来室できない会員の皆様にご利用いただくために図書の「郵送貸出サービス」を実施しております。メール
とFAXでお申し込みいただくことができますので、詳細はホームページをご覧ください。
（開室日についてはホームページをご覧ください）

2　図書室からのお知らせ

1.対　　象　・勤務している医療機関において、災害及び新興感染症の発生時に他の医療機関等に応援派遣されることを
予定されている者(現行の災害支援ナース登録者含む)で施設の推薦がある者
・都道府県行政への情報提供(修了者リスト)に同意する者

2.申込期間　2023年10月2日（月）～ 10月20日（金）
3.研修スケジュール

3　2023年度 災害支援ナース養成研修の開催のお知らせ

詳細は、北海道看護協会ホームページをご確認ください。

研修
スケジュール

10月下旬～
11月上旬予定

11月上旬～
11月中旬予定

12月1日～
2024年1月31日

第1回：2月21～ 22日

第2回：2月26～ 27日

①受講可否
　通知

②オンデマンド研修
　ID・PW発行

③オンデマンド研修
　視聴期間 ④集合研修 ⑤修了

修了証発行
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　ライブ配信研修時、トラブルのため講義開始時間になっても研修に参加ができない、グループワークが始まってもカメ
ラやマイクを使えず話し合いに参加できない、頻繁に通信が途絶えて集中して講義を視聴できないというようなケースが
発生しています。

　トラブル防止のため、下記4点をチェックし事前準備をお願いします
　北海道看護協会ホームページ－「教育研修」－「ライブ配信研修について」に視聴方法詳細を掲載中

　皆さまからのお問い合わせが多い内容について、また参加方法について下記にお知らせいたします。

4　研修受講に向けてのお願い

インターネット環境は整って
いますか？

申込結果通知 研修会開催日の約1ヶ月前に通知します。
それまでは「申込結果」欄は、「承認待ち」と表示されます。

ライブ配信研修開催前
お申込研修に関するご連絡は、
①manaable登録メールアドレス、②manaableマイページへ、随時通知いたします。研修お申込後
は通知メール、manaableマイページのご確認をお願いします。

講義資料の
ダウンロード

manaableにログインし、トップページ【直近の受講予定】から受講する研修をクリックします。詳細
から、講義資料をクリックしダウンロードします。
㊟参加者本人のアカウントでログインすることが必要です。施設代表者のアカウントでログインし
た場合、講義資料はダウンロードできません。
・講義資料の掲載は、研修開催日の5～ 7日前となります。

課題のアップロード
manaableからの課題提出を指定された場合、参加者本人のアカウントでログインすることが必要
です。施設代表者のアカウントでログインした場合、課題はアップロードできません。

ライブ配信当日

禁止!!
視聴しながらの運転！

1．研修参加方法：manaableにログイン→マイページの「受講予定」→受講する研修→「受講」タブ→
「受講」→「出席」の順でクリックします。
※manaableへのログインは、メールアドレスを登録した機器以外からもログインできます。登
録メールアドレス、パスワードを入力してログインしてください。
※研修会申込者本人のみが視聴できます。
※同一のmanaableアカウントを複数人で使い回すことはお控え願います。

2．Zoom入室後、受付（ホスト）宛に出席チャットを送信しましょう。
3．カメラ（ビデオ）をONにして、ご自身の顔が映ることを確認しましょう。
4．カメラの前から離席する場合は、チャットか電話でご連絡をお願いします。
5．研修会開始から終了まで、Zoomは切断せず接続のままとするようお願いします。

Zoomアップデートはお済み
ですか？

使用する機器にカメラ・マイ
ク・スピーカーは付いていま
すか？
使用方法はわかりますか？

講義資料はダウンロードし不
足がないか確認しましたか？
グループ表を確認しました
か？

◆インターネット環境につい
てご確認をお願いします。有
線 接 続 ま た は 無 線 接 続
（Wi-Fi）で、通信容量無制限
等、長時間安定して映像・音声
等の視聴が可能な通信環境で
受講してください。通信速度
は、下り10Mbps以上を推奨
しています。
◆インターネット環境が整わ
ない場合は、事前にご相談くだ
さい。

◆Zoom最新版へのアップ
デート（無料）をお願いします。
◆古いバージョンの場合、参
加に支障をきたすことがあり
ます。

◆カメラ・マイク・スピーカー
付の機器の準備、動作確認を行
いましょう。
①カメラ、マイクのON/OFF
はできますか？
②カメラでご自身の顔が映り
ますか？
③マイクで話した声が聞こえ
ますか？
④スピーカーから音は聞こえ
ますか？
◆操作に不安がある方は事前
に接続テストを行うと安心
です。
◆同一部屋で複数人が受講す
る場合には、ハウリング防止の
ため、マイク付ヘッドセットを
用意しましょう。

◆配付資料について、講義資料
表紙に記載しております。ダウ
ンロードした資料の不足がな
いか確認しましょう。
◆演習がある場合には、演習
関連資料やグループ表が入っ
ていますので、ご自身のグ
ループについて確認しておき
ましょう。

会場研修 受付は、manaableにログイン後、会場入口でQRコードを読み取り、出席ボタンを押します。携帯電
話をお持ちの方は、ご持参ください。
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ナースセンターだより第87号

　テーマ：安全な看護技術＜採血法＞（演習含む）
期　　間：5月17日（水）10:00 ～ 12:00
場　　所：北海道看護協会
受講対象：今後復職を考えている未就業の看護職、未就業期間があり再就業後1年未満の看護職

就業支援講習会　報告

期　　間：8月2日（水）10:00 ～ 12:00
場　　所：北海道看護協会
受講対象：今後復職を考えている未就業の看護職、未就業期間があり再就業後1年未満の看護職

1 受講背景：受講者数23人
就業状況：未就業者：23人
未就業期間

3 講習会の感想等　（一部抜粋）
　・技術面に不安があり、なかなか復職に向けて行動ができませんでした。これをきっかけに復職しようと思いました。
　・とても貴重な体験ができてよかったです。また、ぜひ機会があれば他の講習にも参加してみたいです。

1 受講背景：受講者数15人
就業状況：未就業者：15人
未就業期間

1年未満 13％

1 ～ 3年未満
9％

就業経験なし 9％

20年以上
9％

3 ～ 5年未満
17％

5 ～ 10年未満
17％

＜講習会の様子＞

演習の様子

10 ～ 15年未満
26％

3 ～ 5年未満
13％

5 ～ 10年未満
13％

20年以上 20％

1 ～ 3年未満
20％

1年未満 34％

＜講習会の様子＞

講義の様子 演習の様子

19 11

知識・技術に
不安があった

最新の医療・看護の
情報を知る

614

再就業の
準備

内容に
興味があった

2 アンケート結果　（回収数：22）
　①受講動機（複数回答） 　②再就職をする上で参考になったか（人）

22 0
はい どちらともいえない

0
いいえ

（人）

3 講習会の感想等　（一部抜粋）
　・机上だけではなく、実技や参加者との交流もあり、楽しい講習会でした。実技も学べて習得でき、参加してよかったです。ありがとうございました。
　・離職し時間が経って自信をなくしていたが、自分の経験を生かし、社会貢献したいと思う。

12 12

知識・技術に
不安があった

最新の医療・看護の
情報を知る

99

再就業の
準備

内容に
興味があった

2 アンケート結果　（回収数：15）
　①受講動機（複数回答） 　②再就職をする上で参考になったか（人）

14 1
はい どちらともいえない

0
いいえ

（人）

　テーマ：褥瘡予防と看護（演習含む）
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ナースセンターだより第87号

　テーマ：安全な看護技術＜採血法＞（演習含む）
期　　間：5月17日（水）10:00 ～ 12:00
場　　所：北海道看護協会
受講対象：今後復職を考えている未就業の看護職、未就業期間があり再就業後1年未満の看護職

就業支援講習会　報告

期　　間：8月2日（水）10:00 ～ 12:00
場　　所：北海道看護協会
受講対象：今後復職を考えている未就業の看護職、未就業期間があり再就業後1年未満の看護職

1 受講背景：受講者数23人
就業状況：未就業者：23人
未就業期間

3 講習会の感想等　（一部抜粋）
　・技術面に不安があり、なかなか復職に向けて行動ができませんでした。これをきっかけに復職しようと思いました。
　・とても貴重な体験ができてよかったです。また、ぜひ機会があれば他の講習にも参加してみたいです。

1 受講背景：受講者数15人
就業状況：未就業者：15人
未就業期間

1年未満 13％

1 ～ 3年未満
9％

就業経験なし 9％

20年以上
9％

3 ～ 5年未満
17％

5 ～ 10年未満
17％

＜講習会の様子＞

演習の様子

10 ～ 15年未満
26％

3 ～ 5年未満
13％

5 ～ 10年未満
13％

20年以上 20％

1 ～ 3年未満
20％

1年未満 34％

＜講習会の様子＞

講義の様子 演習の様子

19 11

知識・技術に
不安があった

最新の医療・看護の
情報を知る

614

再就業の
準備

内容に
興味があった

2 アンケート結果　（回収数：22）
　①受講動機（複数回答） 　②再就職をする上で参考になったか（人）

22 0
はい どちらともいえない

0
いいえ

（人）

3 講習会の感想等　（一部抜粋）
　・机上だけではなく、実技や参加者との交流もあり、楽しい講習会でした。実技も学べて習得でき、参加してよかったです。ありがとうございました。
　・離職し時間が経って自信をなくしていたが、自分の経験を生かし、社会貢献したいと思う。

12 12

知識・技術に
不安があった

最新の医療・看護の
情報を知る

99

再就業の
準備

内容に
興味があった

2 アンケート結果　（回収数：15）
　①受講動機（複数回答） 　②再就職をする上で参考になったか（人）

14 1
はい どちらともいえない

0
いいえ

（人）

　テーマ：褥瘡予防と看護（演習含む）
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支所

ナースセンターは、看護職と求人施設をサポートします。
ナースセンターは、厚生労働省の許可を得て、北海道から委託を受けて開設している

看護職員のための無料職業紹介所です。看護協会の会員・非会員を問わずご利用いただけます。

場所
公益社団法人 北海道看護協会
ナースセンター

 札幌市白石区本通17丁目北3番24号
   

北海道は広域のため 5 ヶ所に業務支所があります。
お近くの支所にご相談ください。
相談日…月火木金　9：30 ～12：00、13：00 ～16：00

相談
時間

相談日 月曜日～金曜日（土・日・祝日休み）

9：00 ～ 17：00

● 渡島業務支所　北海道渡島保健所内
 

● 上川業務支所　北海道上川保健所内
 

● 帯広業務支所　北海道帯広保健所内
 

● 釧路業務支所　北海道釧路保健所内
 

● 北見業務支所　北海道北見保健所内
 

期　　間：7月18日（火）～ 21日（金）
場　　所：北海道看護協会
受講対象：未就業で看護職として復職を希望し、札幌市に居住している者

第1・2回　看護職復職支援研修会（札幌市委託事業）

21 20

知識・技術に
不安があった

最新の医療・看護の
情報を知る

716

再就業の
準備

内容に
興味があった

1 受講背景：受講者数27人
未就業期間

2 アンケート結果　（回収数：25）
　①受講動機（複数回答）

3 研修会の感想等　（一部抜粋）
　・研修を受けたことで多くの不安を取り除くことができました。復職するにあたって自分にあった雇用形態
　 で働ける職場探しの方向性が見えました。
　・とても不安でいっぱいでしたが、この3日間でやる気のスイッチが入った気がします。
　・長い期間、ブランクを経て復職した方々の話が聞けて参考になりました。

　②今後の就業活動に役立つか（人）

21 4
役立つ 少し役立つ

0
どちらでもない

（人）

1年未満 33％

1 ～ 3年未満
8％

15 ～ 20年未満
8％

3 ～ 5年未満
11％

＜研修会の様子＞

感染予防と看護師の役割（演習）

20年以上 7％

10 ～ 15年未満
11％

5 ～ 10年未満
22％ 安全な看護技術

＜採血、点滴法＞（演習）

1

その他
（家族の奨め）

本人
5,465

代理
2,914

施設からの代行
5,919

合計
14,298
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北海道看護協会ニュース 149 号　p18

　北海道助産師職能委員会では、2017年から11月3
日を「いいお産の日」としてイベントを企画し開催し
てきました。札幌市内の大型商業施設の一角をお借り
し、「体験コーナー」と「相談コーナー」を設置し、出産
や子育てに向けた準備のための情報提供や、体験や相
談を通じて助産師と交流し、助産師の仕事を知っても
らう機会つくりとしてきました。
　2019年以降、新型コロナウイルス感染症の拡大に
伴い、対面でのイベントは開催できませんでしたが、
2020年は女性の一生に携わる助産師の仕事について
知ってもらおうと、北海道庁1階にパネル展示を行い

ました。2021年にはJR北海道サツエキビジョンで、リ
アルな助産師の姿をデジタルサイネージにして放映
しました。そして昨年度、コロナ禍ではありましたが、
感染対策を講じながら対面での「いいお産の日」のイ
ベントを復活させ、多くの方に来場いただきました。
　今年度、新型コロナウイルス感染症が5類となって
初めて行うイベントとなります。安心して来場してい
ただくために、感染対策を万全にして行っていく予定
です。妊産褥婦さんとご家族の方、助産師を目指す学生
の方々など、多くの方と少しでもふれあえる機会にな
ればと思っています。皆様の来場をお待ちしています。

「看護職のたばこ実態調査についてご協力のお願い」
　北海道看護協会働き続けられる職場づくり推進委員会は、会員の皆様を対象に「看護職のたば
こ実態調査」を実施することにいたしました。
　回答はWebからとなっております。右に表示されている二次元バーコードあるいはアドレスを
入力のうえ、アンケートの回答にご協力をよろしくお願いいたします。
URL：https://forms.gle/QP36qyhfqyWud2To6

「いいお産の日」
イベント開催のお知らせ

北海道看護協会　「いいお産の日」イベントのご案内
◎日　　時：2023年11月3日（金・祝）　11：00～ 14：00予定
◎場　　所：アリオ札幌　1階ロフト前（札幌市東区北7条東9丁目2－20）
◎参 加 費：無料
◎予定内容：
「体験コーナー」
赤ちゃん人形を用いたおむつ交換・抱っこ体験、妊婦ジャケットを用いた擬似妊婦体験
スリングや抱っこひもを用いた楽々抱っこ体験　など

「相談コーナー」
育児相談、健康相談、進路相談　など

「展示コーナー」
赤ちゃんがいる家庭の防災グッズの紹介、助産師の仕事について　など

※詳細については、北海道看護協会ホームページに掲載いたします。
※研修申込サイト＜マナブル＞から申し込みとなります。
※申込期間終了後は受付できませんのでお早めにお申し込みください。

職能集会・交流会・懇談会名 日程 方法 対象者

2023年度交流会等日程について

2023年度 特定行為研修修了者の活動等
に関する意見交換会

12月19日(火)　
15：30 ～ 17：30 Web開催 ・看護職
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　「看護の日」及び「看
護週間」実行委員会主
催で、今年度初めて中
学生を対象としたイベ
ント「集まれ未来の看
護師さん！！」を開催し
ました。
　「看護体験を通して
楽しみながら看護の
魅力を伝える」という
目的で札幌市内の中学生14名と保護者6名が参加し
ました。
　髙橋会長の挨拶に続き、最初に実行委員の札幌医
療看護専門学校学科長、木村文枝先生より「看護職の
仕事について」と題して、各分野の看護職の仕事内容
について、看護職になるための方法・進路の説明を受
けました。
　続いて、３つの実技体験を担当する講師より、体験内
容の講義を10分ずつ行った後、３グループに分かれて
体験を行いました。

　バイタルサ
イン測定体験
では、参加者が
お互いに聴診
器を用いて肺
音・心音を聴取
し、脈拍測定の
方法を学びま

した。参加者にとっては初体験である瞳孔の計測や縮
瞳の観察も行い、コロナ禍でよく見かけたパレスオキ
シメーターの装着も体験し、各項目について参加者は
興味津々の様子でした。
　車いす体験では、看護協会施設内を車いすで往復し
ました。往路ではフットレストの上げ下げにもぎこちな
かった参加者が、復路では患者役をうまくサポートして

車いすのまま
障害物を超え
ることもでき、
操作方法を学
ぶとともに車
いすを身近に
感じることがで
き、日常にも応
用できる意義ある体験となりました。

　手洗い体験
で は、グ リッ
ター・パグを用
いて洗い残し
の確認を行い、
コロナ禍で手
洗い操作を何

度も実施しているはず
が、汚れが残っている
ことを目で見て、驚き
の声が上がっていまし
た。今では日常でよく
見かけるプッシュ式の
アルコール消毒液の使
用方法についても指導
を受け、改めて手洗い
の基本について学び直
しました。
　亀畑副会長の挨拶終了後、白衣の展示・見学・試着
を楽しめるコーナーもあり、イベントは終始笑顔があ
ふれ、温かな雰囲気でした。
　参加者全員が「満足した」とアンケートに回答し、中
には将来看護職を目指す参加者もいて、未来の看護
師さんのこれからの活躍に期待できる会となりました。

北海道看護協会ニュース 149 号　p19

日　時：2023年7月28日（金）13：00～14：50
場　所：公益社団法人北海道看護協会

「集まれ未来の看護師さん！！」開催報告

木村文枝実行委員

車いす体験：齊藤主事(北海道看護協会)

手洗い体験：椎谷由以感染管理認定看護師

白衣試着後は
かんごちゃんと記念撮影バイタルサイン測定体験：

三上洋史集中ケア認定看護師
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　8月19日(土)20日(日)に札幌ドームで開催された第2回大ほっかいどう祭
の『STVわくわく防災フェア』に、本会の災害支援委員会の皆さんと一緒に
参加しました。
　主催者側から出展の打診があったのは7月上旬、準備時間も非常に限ら
れていました。今、北海道は日本一、大災害が起こる確率が高い、事前の備え
が急務だが防災に対しては、難しい、面倒だというイメージを持つ人が多く、
道民の備えは十分と言えないのではないか、【防災は、実は楽しく簡単に備
えることができ、案外おもしろいもの】という新たな価値観を生み出し伝え
ていきたい、そして、一刻でも早く道民に備えをしてもらいたいのだ、という
企画趣旨を聞き、本会としてもその趣旨に賛同し、協力できることがあるの
では･･･と災害支援委員会の皆さんと相談し、参加することを決定しました。

　委員会として、テーマを「被災地支援
を経験した災害支援ナースと、今日から始められる日々の備えを一緒に考え
よう」とし、【災害支援ナースが被災地に持参するリュックを背負ってもらう
リュック体験】、【災害時の持参品選択ゲーム】、【そんな時どーするYES・NO
ゲーム】、【ベビーの防災用品展示】、【スライドショーによる被災地での災害支
援ナースの活動の様子等々】を準備しました。夏休みも最後という時期のため
か、家族連れ、特に子ども達が多く参加してくれました。主催者報告では、来場
者は28，443人、本会が用意したブースでは2日間で420人のご参加をいた
だきました。

　災害支援ナースは、3泊4日の自己完結型の活動が
原則です。実際に積み込むたくさんの物品を見ても
らい、重たいリュックを背負う体験をしていただくこと
で、「山登りみたいで重装備だね、災害支援ナースさ
んはすごい！」「荷物の詰め方にもコツがあるんだね」

という感想が聞か
れました。避難時の
持参品選択ゲームでは、「(持参品は)まずは、これでしょ！」というものが、家族内
で全く違って笑いを誘う場面もありました。小さな子どもさんや赤ちゃん連れの
方々は、ベビーの防災用品展示に大きな関心を寄せられ、「どこで購入できます
か？」という質問も多く聞かれました。

北海道看護協会ニュース 149 号　p20

日　時：2023年8月19日（土）・20日（日）
　　　 10:00～18:00
場　所：札幌ドーム
報　告：事業部事業課

「やってみよう！！」
どさんこ防災プロジェクト

STVわくわく防災フェア 参加報告

　災害支援ナースの役割や活動の様子を伝える
と共に、防災について考えることで、日々の暮ら
しの中で、ちょっとした意識や準備をするなど、災
害に備える意識を高める機会になった2日間で
あったと考えます。

リュック体験

活動の様子
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　災害支援ナースは、3泊4日の自己完結型の活動が
原則です。実際に積み込むたくさんの物品を見ても
らい、重たいリュックを背負う体験をしていただくこと
で、「山登りみたいで重装備だね、災害支援ナースさ
んはすごい！」「荷物の詰め方にもコツがあるんだね」

という感想が聞か
れました。避難時の
持参品選択ゲームでは、「(持参品は)まずは、これでしょ！」というものが、家族内
で全く違って笑いを誘う場面もありました。小さな子どもさんや赤ちゃん連れの
方々は、ベビーの防災用品展示に大きな関心を寄せられ、「どこで購入できます
か？」という質問も多く聞かれました。

北海道看護協会ニュース 149 号　p21

　北海道では、
年に2回（内1回
は厳冬期）防災
訓練を行ってい
ま す。昨 年12
月、滝川で行わ
れた北海道防
災総合訓練に災害支援ナースとして参加したので報
告します。
　行政関係者、地域住民、JRAT、DWATなど約120
名が避難所訓練に参加し、56名が避難所に宿泊しまし
た。厳冬期の避難所では、低体温症予防のために迅速
な受け入れや、体調不良者や要配慮者の把握とゾーニ
ングが重要となります。今回は一人１テントでプライ
ベートスペースが確保され、女性専用エリアも設けて
いました。テント内には段ボールベッドを設置し、冷気
が入らないよう、テントの入口は体育館入口とは逆向
きに設置していました。プライバシーや防寒に配慮し
つつも、個人を孤立させないよう家族内では入口を向

かい合わせること、体
操などで生活不活発
病の予防やコミュニ
ケーションの機会を設
ける事、多様性に配慮
したエリア設置も必要
であると感じました。寝袋と毛布が支給されましたが、
深夜の体育館は15℃前後であり、ダクトヒーターの
モーター音や寝返り時の摩擦音、咳払いやいびきなど
の生活音がとても響き、ストレスのかかる状況でした。
　災害支援ナースとして、避難者の体調を管理し災害
関連死等を防ぐこと、避難
所の公衆衛生や環境を整
えること、ストレスを抱え
る避難者の精神的不調を
早期に把握し、寄り添い、
必要時は専門家へ繋ぐ等
の重要性を実感した2日
間でした。

と　き：2022年12月17日～18日
ところ：滝川西高校

災害支援委員　岡田　正恵

受付

体調確認

避難所内

　災害支援ナースの役割や活動の様子を伝える
と共に、防災について考えることで、日々の暮ら
しの中で、ちょっとした意識や準備をするなど、災
害に備える意識を高める機会になった2日間で
あったと考えます。

活動の様子

災害支援委員会の皆様

災害支援災害支援ナース北海道看護協会

災害支援ナースとして
北海道防災総合訓練（厳冬期）に参加
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2023年度の会員の方には、9月時点の会員データに基づき、登
録されている施設もしくは自宅（個人会員）へ11月より随時

『2024年度会費のお知らせ』をお送りいたします。

※9月中旬以降に入会された方は、12月中旬より順次お送りいたします。
※『2024年度会費のお知らせ』（オーリブグリーン色）がお手元に届か

ない場合は、北海道看護協会までご連絡ください。

2024年度用　入会申込書／会員情報変更届 については
10月頃に希望数を施設宛担当者様宛に伺いますのでご協力
お願いいたします。
11月下旬以降より、北海道看護協会より入会申込／会員情報
変更届を順次郵送いたします。

※すでに施設にいない会員の
分が届きましたら、北海道看
護協会へ返送をお願いいた
します。

「入会申込書／会員情報変更届」
（紫色）の必要事項をもれなく記入します。

【再入会者とは？】
・過去に看護協会に入会していた。

（他県での入会者含む）
・退会手続きをしたが、再度加入手続きをし

たい。
　　　　　　　

→不明な点は北海道看護協会ま
で連絡ください。

【口座振替】
　翌月27日引落
※毎月15日までに会員登録手続きが完了

し、口座振込依頼書に不備が無い方対象
です。
資金不足・依頼内容不備等で引落しがで
きなかった場合は、ご自宅に届くコンビ
ニ収納振込票でお
振込みください。

【銀行振込・コンビニ収納】
　速やかにご納入ください。
※継続の方は、会費のお知らせで選択され

た振込用紙が同封されています。
※新規・再入会の方は入会申込書投函後、2

か月程度で自宅へ送付いたします。

【勤務先で取りまとめて納入】

　2024年3月末日までに
施設毎の専用口座へお振込み
ください。

記入後、封筒に入れ、切手を貼ってポストへ
投函します。

変更届の送付先（事務委託会社）
〒206-8790
日本郵便株式会社多摩郵便局私書箱21号
公益社団法人日本看護協会・都道府県看護
協会会員登録事務局宛

会費を納入ください。

※入会申込書を郵送いただいてから登録ま
でに1 ～ 2か月程かかります。
納入可能になるまでお待ちください。
会員証は2024年4月より順次発送します。

【会費の納入方法】
1.口座振替
2.銀行振込
3.コンビニ収納
4.勤務先でとりまとめて納入→施設専用口座に振込願います

・引落口座に不備がある
・印字されている会員情報に
 変更がある

・引落口座に不備はない
・印字されている会員情報に
 変更はない

入会申込書／会員情報変更届を切
り離し、訂正箇所を記入し、施設の方
は、とりまとめ担当者の方へ、個人の
方は下記まで郵送してください。

変更届の送付先（事務委託会社）
〒206-8790
日本郵便株式会社多摩郵便局私書箱21号
公益社団法人日本看護協会・都道府県看護協会
会員登録事務局宛

入会申込書／会員情報変更届

提出不要
自動継続 となります。

2024   年度
看護協会の会員継続・  入会の手続きについて

継続会員の方 新規・再入会の方 会費の納入方法

確認項目 変更あり 確認項目 変更なし

STEP①　記入

STEP②　送付

STEP③　納入
会員情報変更届 提出必須 会員情報変更届 提出不要

2024年度会費のお知らせ

【変更記入例】
・結婚し、苗字・自宅が変わった。
・勤務先が変わった。
・会費の納入方法が変わった。
・道外から北海道へ転居してきた。

提出不要

登録情報の変更は 　　　  が便利です!!

北海道看護協会のホームページからログインできます。        https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101    
スマートフォンの方は

ＱＲコードからもアクセスできます。

【キャリナース画面】

〒003-0027
札幌市白石区本通17丁目北3番24号
公益社団法人北海道看護協会総務部総務課総務係 会員担当
TEL:011-863-6731　FAX:011-863-3204

～ホームページお問合せフォーム～
https://www.hkna.or.jp/contact/問 合 せ 先

●登録情報に変更がある方（勤務先変更・自宅住所変更・改姓・会費納入方法）や会員証再発行などは会員
専用マイページで手続きすることができます。　　        を利用すると書面での提出が不要です!

2024年度から、初回の口座引き落とし日が
変更となります！！からのお知らせ

｢看護の日｣キャラクター

2/27引落不可
3月中旬に登録自宅宛へ
コンビニ収納用紙が自動発送

手元に届き、すぐの振込でも会員登
録完了が4月上旬となります。
3月末〆切の研修申込時は
非会員となる可能性があります。
早めの手続きがオススメです！！

2024年度会費初回振替は
2024年
2月27日（火）
となります。

注）　マナブルでの研修申込時点で非
会員の場合は非会員価格での受講申込
となります。
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2023年度の会員の方には、9月時点の会員データに基づき、登
録されている施設もしくは自宅（個人会員）へ11月より随時

『2024年度会費のお知らせ』をお送りいたします。

※9月中旬以降に入会された方は、12月中旬より順次お送りいたします。
※『2024年度会費のお知らせ』（オーリブグリーン色）がお手元に届か

ない場合は、北海道看護協会までご連絡ください。

2024年度用　入会申込書／会員情報変更届 については
10月頃に希望数を施設宛担当者様宛に伺いますのでご協力
お願いいたします。
11月下旬以降より、北海道看護協会より入会申込／会員情報
変更届を順次郵送いたします。

※すでに施設にいない会員の
分が届きましたら、北海道看
護協会へ返送をお願いいた
します。

「入会申込書／会員情報変更届」
（紫色）の必要事項をもれなく記入します。

【再入会者とは？】
・過去に看護協会に入会していた。

（他県での入会者含む）
・退会手続きをしたが、再度加入手続きをし

たい。
　　　　　　　

→不明な点は北海道看護協会ま
で連絡ください。

【口座振替】
　翌月27日引落
※毎月15日までに会員登録手続きが完了

し、口座振込依頼書に不備が無い方対象
です。
資金不足・依頼内容不備等で引落しがで
きなかった場合は、ご自宅に届くコンビ
ニ収納振込票でお
振込みください。

【銀行振込・コンビニ収納】
　速やかにご納入ください。
※継続の方は、会費のお知らせで選択され

た振込用紙が同封されています。
※新規・再入会の方は入会申込書投函後、2

か月程度で自宅へ送付いたします。

【勤務先で取りまとめて納入】

　2024年3月末日までに
施設毎の専用口座へお振込み
ください。

記入後、封筒に入れ、切手を貼ってポストへ
投函します。

変更届の送付先（事務委託会社）
〒206-8790
日本郵便株式会社多摩郵便局私書箱21号
公益社団法人日本看護協会・都道府県看護
協会会員登録事務局宛

会費を納入ください。

※入会申込書を郵送いただいてから登録ま
でに1 ～ 2か月程かかります。
納入可能になるまでお待ちください。
会員証は2024年4月より順次発送します。

【会費の納入方法】
1.口座振替
2.銀行振込
3.コンビニ収納
4.勤務先でとりまとめて納入→施設専用口座に振込願います

・引落口座に不備がある
・印字されている会員情報に
 変更がある

・引落口座に不備はない
・印字されている会員情報に
 変更はない

入会申込書／会員情報変更届を切
り離し、訂正箇所を記入し、施設の方
は、とりまとめ担当者の方へ、個人の
方は下記まで郵送してください。

変更届の送付先（事務委託会社）
〒206-8790
日本郵便株式会社多摩郵便局私書箱21号
公益社団法人日本看護協会・都道府県看護協会
会員登録事務局宛

入会申込書／会員情報変更届

提出不要
自動継続 となります。

2024   年度
看護協会の会員継続・  入会の手続きについて

継続会員の方 新規・再入会の方 会費の納入方法

確認項目 変更あり 確認項目 変更なし

STEP①　記入

STEP②　送付

STEP③　納入
会員情報変更届 提出必須 会員情報変更届 提出不要

2024年度会費のお知らせ

【変更記入例】
・結婚し、苗字・自宅が変わった。
・勤務先が変わった。
・会費の納入方法が変わった。
・道外から北海道へ転居してきた。

提出不要

登録情報の変更は 　　　  が便利です!!

北海道看護協会のホームページからログインできます。        https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101    
スマートフォンの方は

ＱＲコードからもアクセスできます。

【キャリナース画面】

〒003-0027
札幌市白石区本通17丁目北3番24号
公益社団法人北海道看護協会総務部総務課総務係 会員担当
TEL:011-863-6731　FAX:011-863-3204

～ホームページお問合せフォーム～
https://www.hkna.or.jp/contact/問 合 せ 先

●登録情報に変更がある方（勤務先変更・自宅住所変更・改姓・会費納入方法）や会員証再発行などは会員
専用マイページで手続きすることができます。　　        を利用すると書面での提出が不要です!

2024年度から、初回の口座引き落とし日が
変更となります！！からのお知らせ

｢看護の日｣キャラクター

2/27引落不可
3月中旬に登録自宅宛へ
コンビニ収納用紙が自動発送

手元に届き、すぐの振込でも会員登
録完了が4月上旬となります。
3月末〆切の研修申込時は
非会員となる可能性があります。
早めの手続きがオススメです！！

2024年度会費初回振替は
2024年
2月27日（火）
となります。

注）　マナブルでの研修申込時点で非
会員の場合は非会員価格での受講申込
となります。
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７月　１日
３日
５日

６日
８日

１０日

１３日
１５日
１８日

１８日～１９日
２０日～２１日

２２日

２４日

２５日

２６日

２７日

２８日

看護師職能集会　髙橋会長、田中専務理事、山本常務理事
看護職員の賃金制度の抜本的な見直しに関する勉強会　髙橋会長
第7回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事
令和5年度第1回札幌市国民健康保険運営協議会（市内）
　田中専務理事
北海道リハビリテーション学会理事会（Web）　髙橋会長
2023年度第1回訪問看護推進検討会　髙橋会長、山本常務理事
助産師職能集会　髙橋会長、川渕常務理事
会員懇談会（苫小牧支部）（苫小牧市）　山本常務理事
保健師助産師看護師実習指導者講習会（第1回・第2回）開講式
　髙橋会長、山本常務理事
北海道総合保健医療協議会令和5年度第1回運営委員会
（市内）　髙橋会長
第4回常務理事会　髙橋会長ほか理事・監事15名
会員懇談会（上川北支部）（名寄市）　深津副会長
令和5年度自衛隊艦艇等を活用した災害医療活動訓練企画委員会
（Web）　田中専務理事
2023年度看護職復職支援研修会（第1回）　川渕常務理事
日本看護協会令和5年度第3回理事会・第1回法人会員会
（東京都）　髙橋会長
2023年度看護職復職支援研修会（第2回）　川渕常務理事
令和5年度全国高等学校総合体育大会　総合開会式（市内）
　髙橋会長
会員懇談会（日高支部）（新ひだか町）　山本常務理事
会員懇談会（稚内支部）（稚内市）　田中専務理事
認定看護管理者教育課程セカンドレベル（第1回）講義　髙橋会長
北海道口腔保健推進協議会（市内）　深津副会長
第66回北海道総合保健医療協議会総会（市内）
　髙橋会長、深津副会長
認定看護管理者教育課程セカンドレベル（第1回）全体会・閉講式　
山本常務理事
北海道介護支援専門員協会令和5年度第4回理事会（Web）
　田中専務理事
北海道総合保健医療協議会地域保健専門委員会（市内）
　髙橋会長、深津副会長
第8回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事
令和5年度第1回札幌市営企業調査審議会病院部会（市内）
　田中専務理事
北海道地域包括・在宅介護支援センター協議会令和5年度第1回正
副会長・幹事合同会議（Web）　山本常務理事
認定看護管理者教育課程セカンドレベル（第2回）開講式
　髙橋会長、山本常務理事
北海道総合保健医療協議会地域医療専門委員会在宅医療小委員会
（Web）　山本常務理事
集まれ未来の看護師さん！（看護の日実行委員会事業）　髙橋会長
令和5年度第2回北海道高齢者保健福祉施策検討協議会（Web）　
山本常務理事

２９日

８月　１日

２日

３日

４日
５日

７日
８日
９日
１６日
１７日

１９日～２０日
２２日

２３日
２５日

２６日

２８日

２９日

３０日

３１日

北海道リハビリテーション学会評議会・第67回北海道リハビリ
テーション学会学術集会（市内）　髙橋会長
会員懇談会（根室支部）（根室市）　田中専務理事、川渕常務理事
令和5年度（2023年度）第1回北海道総合保健医療協議会地域医療
専門委員会看護対策小委員会（市内）　髙橋会長
令和5年度第1回北海道医療費適正化計画検討協議会（市内）
　田中専務理事
2023年度就業支援講習会　川渕常務理事
第9回緊急事態対応における北海道医師会・病院団体等との連携協
議会（市内）　髙橋会長
令和5年度札幌市医療安全推進協議会基幹会議（市内）
　田中専務理事
令和5年度第1回北海道障がい者施策推進審議会医療的ケア児支援
部会（Web）　川渕常務理事
支部職能委員長会議　髙橋会長ほか常勤理事
保健師職能集会　髙橋会長ほか常勤理事
看護管理者懇談会（上川南支部）（Web)　亀畑副会長
認定看護管理者教育課程セカンドレベル（第2回）講義　髙橋会長
第3回認定看護管理者教育運営委員会　山本常務理事
第9回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事
北海道医師会・北海道看護協会懇談会　髙橋会長ほか常勤理事
第5回常務理事会　髙橋会長ほか理事・監事14名
わくわく防災フェア（市内）　田中専務理事
保健師助産師看護師実習指導者講習会（特定分野）開講式・講義　
髙橋会長、山本常務理事
北海道総合保健医療協議会地域医療専門委員会令和5年度第2回周
産期・小児医療検討委員会（Web）　髙橋会長
第6回札幌市介護保険事業計画推進委員会（第8期）（市内）
　田中専務理事
第10回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事
令和5年度第3回北海道高齢者保健福祉施策検討協議会（Web）　
山本常務理事
会員懇談会（南空知支部）（岩見沢市）　山本常務理事
会員懇談会（北網支部）（網走市）　髙橋会長
会員懇談会（十勝支部）（Web）　亀畑副会長
令和5年度北海道・東北地区看護協会長及び事務局長連絡協議会
（山形市）　髙橋会長
北海道公衆衛生協会出納監査（市内）　山本常務理事
第1回新興・再興感染症ワーキンググループ（さっぽろ医療計画
2024策定委員会）（市内）　田中専務理事
令和5年度第1回北海道ギャンブル等依存症対策推進会議（市内）
　川渕常務理事
令和5年度第2回札幌市国民健康保険運営会協議会（市内）
　田中専務理事
令和5年度HTLV-1母子感染対策協議会（市内）　川渕常務理事
令和5年度（2023年度）北海道総合保健医療協議会地域医療専門委
員会（市内）　髙橋会長、山本常務理事（Web）
2023年度看護職の求人求職合同面接会（帯広市）　川渕常務理事
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この度、国立札幌病院附属看護学校25期同期会の解散にあたりご寄付をいただきました。
お寄せいただいた寄付金につきましては、看護職の看護技術の向上のために活用してまいりたいと考えております。

寄付をいただきありがとうございました。
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